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本論文で取り上げる 「小先生制」は、 これまで工学団運動時期の代表的な活動 として検討











1917年 アメ リカより帰国 した陶行知は、南京高等師範学校(1921年 東南大学に改組)の
教授 として就任 した。彼は、当時の教えることを中心 とする旧教育を批判すると同時に、自
分の教育思想を明 らかにする論文を発表 しさまざまな教育改革に着手 しはじめた。「新教育」
(1919年)と いう論文の中で、陶は自分の新教育に対する構想を全面的に論述 している。彼
によれば、富強な国を作るたあに、新 しい教育が必要であるが、その教育のあり方は日本に
学んでか ら、 ドイッに学び、その後でアメリカにも学ぶようなものではなく、自分の生活 し
ている状況から出発すべきものであり、 この新 しい教育は中国の状況に応 じなければならな
い。彼の言葉で言 うと、 「自新」である。 つまり、 自分で作 った新教育でなければな らず、
またその新教育は 「自新」 にとどまらず、 「常新」すなわち社会状況に応 じて常 に更新 しな
ければならない。 さらに彼が主張している新教育は 「自新」「常新」にとどまらず、「全新」
でもある。っまり、 この新教育は 「老八股」(八 股 とは八股文、すなわち明清時代の科挙で
課 された、対旬を用いて八段に構成する文体のことであるが、転 じて無味乾燥な形式性を重
ん じることをいい、一般民衆には全 く理解できないことを指す。ここでの老八股 とは、伝統
的な旧教育を指す ものである)で もなく、「洋八股」(洋 装を身にっけた老八股)で もない。
それは形式的にも内容的にも新 しいものでなければな らない。「自新」「常新」 「全新」 とい
う考えから、教育に対する陶のダイナミックな捉え方がうかがえるであろう。
また、 彼 は南京高師に在職中、2年 あまりにわたるデューイの中国滞在中(1919年4月
から1921年7月)、 及びポール ・モンローの中国訪問中(1921年9月 か ら1922年1月)の
随行通訳 として中国の各地をまわった。特にモンローとともに中国各地の教育状況を調査 し
たり、教育界関係者 との接触を通 して多 くの経験を重ねた(1-400『 陶行知全集』第1巻 、




貴 ・賎、旦那 ・下僕、奥様 ・下女などは従来、気持ちが通 じ合わないもので した。私たちは
これ らを疎通させなければなりません。また他方で、私たちは深い溝や堅い塁で隔てられた
縦の階級 を打破 しなければな りません。縦の階級で最 も顕著なものは三教九流七十行、江
南 ・江北、漸東 ・漸西、男 ・女などで、すべて悪魔が厳 しく隔てているのです。 この縄張り
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の分割 も打破 し、疎通させなければなりません。……中略……四通八達 した教育を用いて、
四通八達 した社会を創造 しなければならない。……中略……私は平民教育が現れると、 この
四通八達 した社会はす ぐにでも降臨するものと固く信 じています。」(8-41)
「三教九流七十行」 とは、「三教」 は儒教 ・仏教 ・道教を、「九流」 は儒 ・道 ・陰陽 ・法 ・











しておく必要がある。 当時の調査によると、 人口4億 の中に12歳 以下の子どもは約1億2
千万ある。 そのうち7歳 から12歳 までの子どもは、 約6千 万で義務教育の対象とされてい
るが、12歳 以上の2億8千 万人口の中に識字者は、8千 万しかないのである。 平民教育 と
は、12歳 以上の人を対象にして、 不識字者は読書できるように、 そ して読書できるものは
常に読書す るようにするための普及教育である。読書を通 して人々に国民 としての精神を得
させることである(1-614)。
陶は 「平民教育概論」(1924年)の 中で識字を中心とする平民教育の目的 にっいて こう
語 っている。
「私たちは読書の能力は各種教育の基礎であることを深 く信 じている。読書で きる人は、
人類 と国家に対 して尽すべき自らの責任と享受すべき権力を、よりよく理解することがで き
るだろう。 また、彼 らは、書物を読み、自らの生計と最も関係のある職業にっいて書籍や新
聞から改善的な知識や最新の方法をより多 く得ることができるであろう。 さらに、知識がな
い人は自分の子 どもの教育にも関心を持たないのに対 して、読書できる人 は読書の重要さを









入するために、1923年8月 東南大学教授の職(南 京高等師範学校の後身)を やめることに
なった。
以上、陶が取 り組んでいた平民教育の目的を明確に したが、 この平民教育 は主に平民学
校 ・平民読書処 ・平民間字処という三つの形態によって展開されていた。これか ら平民教育




ることになった。 平民学校に通 う学生の大多数 は、 学齢期の子どもたちで、15歳 以上の学
生は少数であった。なぜなら、生計のために多 くの人々はいくら学校に行きたくて も学校の
決まっている時間通りに行 けないからである。 したがって、従来のような平民学校によって
教育を普及することはできない。 「来 られないものを無理やり来させると、 必ずや家庭の仕
事を妨害 し、生活の常態を乱すこととなる。読書 も大切だが、家事 ・生業も大切だ。この二




朱経農が 『平民千字課』第一冊を完成させた後、陶の8歳 になる長男の桃紅 はそれをもらっ
て読んでいると、5歳 の弟の小桃 も読みたいとせがんだ。そこで、弟が兄にっいて学ぶこと
となった。こうして兄が1課 読み終えると弟 も1課 読み終え、兄が一冊読み終えると、弟 も
また一冊読み終えたのだ。陶は、次第に非常に重要な示唆を受けることとなった。っまり、















や って来る。最初、字がよく読める1人 は、1人 か2人 のちょっと読める人に教え、 ちょっ
と読める1人 は1人 か2人 の全然字が読あない入に教える。この2人 が字をおぼえていたら、
またほかの2人 に教える。このようにして1入 が2人 に教え、2入 が4人 に教える……全然
読あない人でも1課 を覚えていたら、このユ課の内容をほかの人に教える。彼 らは学びなが
ら教える。そこで、字が読めない人で も人に教えることができる(1-601)。








当時の状況か らすれば、 まず平民読書処を多 く設立する必要があると考え られた(1-585)。
さらに、第三の形態である 「平民間字処」について説明 しよう。平民読書処 とは別 に生活
に忙 しく時間どおりに平民学校に通えないばかりではなく、周りに教えてもらえる人 もいな








材は 『平民千字課』 というタイ トルの教科書である。 『平民千字課』 は、陳鶴琴が編集 した
「字彙」 に基づいて選択された千あまりの字からなり、4冊 の教科書 として編集されたもの
である。各冊24課 、合計96課 、一日に1時 間で1課 を読めば、約4ヶ 月で読み終えるとい
うことである。
学習が継続されるように、テキス トは面白 くてわかりやすいことが求められている。 この
テキス トの勉強を通 して次のような目的達成が期待 されている。① 人生と共和国民 に不可
欠の精神態度を養 うこと、② 日常の生活における手紙 や帳簿づけなどの事務能力を養 うこ
と、③ 継続 して読書 し、よりよい教育を受ける願望 と基本的な能力を養 うこと(5-202)。
この4冊 を読了 したら、自由に白話文の本 と雑誌を読むことが可能である。また、 このテ
キス トを4ヶ 月で修了 した後、試験を受けることができ、合格 した人 には 「国民識字証明
書」が授与される。合格 しない人は4ヶ 月後 もう一度試験を受 けなければならない。 もし、
まだ試験にパスできなかったら合格 まで試験を受 ける必要がある。学習者だけではなく、
「平民千字課」を教える者に対 しても、教え終えた ら 「平民教師証明書」が授与される(1-














した。5人 の平民読書処 はユ元のお金があれば実現できるのである(1-576)。 経済的な負
担を軽減 して教育を行 う考えは、後の暁荘師範や工学団のときにおいても継続 されている。
以上の考察からわかるように、陶がやっている平民教育 は経済的な可能性から具体的なや
り方まで、民衆の実際の状況を考えながら行なわれたものである。
しか し、4ヶ 月の 「平民千字課」の識字教育の成果をいかに保っことができるのか重要な
課題 となる。識字を中心 とする平民教育の次の段階にっいてこのように展望 した。
平民教育の第一歩が不識字者に読書できるようにさせ、読書できる人 に常に本を読ませ、
それとともに、国民 としての精神を得させることであるのに対 して、その第二歩は、数十種
類の 「平民業書』や 「平民週刊」誌を編集 し、「平民千字課」 を合格 した人に読ませること
である。これ らのテキストを手に入れやすいために、車両や船内でも販売する場所を設置す
る。またこれらのテキス トを手にとって読むことのできる平民閲覧室を適当な場所に開 く。
中華職業教育社によって 『平民職業小業書』を編集する。 「平民千字課」 を学んでか ら職業




「中国は農業で立国 しており、10人 の中8、9人 は農村に住んでいる。平民教育が民衆の
中に出かける運動である以上、農村へ出かけて行 う運動でもある。……学校が夏や冬に長期
休暇に入ると、 ほとんどの学生は自分の故郷に帰省す る。私たちは、彼 らに 『平民千字課』
を持 って帰 って平民教育を宣伝することを勧めたい。その方法は三っあると思う。一っは村
人の中の識字者を集あて彼 らに家の人をどのように教えるのか短期の訓練を与える。二っは




陶は以上のような教育方法、 教材を利用 して平民教育の普及に努めた。 しかし、1925年
の秋、平民教育運動のもう一人の指導者である嬰陽初 との意見の衝突か ら、都市を中心 とし
た統一 した平民教育は頓挫 した。その衝突の主な理由は貧 しい状況の中で外国の文化侵略を
防 ぐために、陶が自分たちの力によって教育を行 うことと、曼陽初が外国の援助によって教




















の基盤を準備 したといえるであろう。陶は1929年 に発表 した 「地方教育と郷村改造」 とい
う論文の中で次のように述べている。
「読書を教育 と間違 って見なしている人 もいる。 教育 というと、 読書 ・識字を思いつ く。
彼 らはすべての教育は読書 ・識字からはじめなければならないと考えている。彼 らは人に読
書を勧めるばかりで、ほかの生活のニーズのことを考えていない。識字 ・読書が人生の教育
の一部であるが、すべての教育はこれらを教えることから始まると、す ぐ行き詰まってくる。
郷村の中に大多数の10歳 以上の子どもの教育や大多数の大人の教育は経済 と娯楽 という二





陶は早 く1919年 に講演の中で、 生活教育について次のように定義 した。 生活教育とは、
① 生活の教育であり、② 生活のための教育であり、③ 生活を向上 させるための教育である。
しか し、1927年 になると、 生活教育の定義についての理解が深まった。 その意味にっいて





て、生活教育を中心 とする郷村教育時期には平民教育のとき 「到民間去」(民 衆の中へ行 く)














学校である。生活を中心 しない書物は、死書である。死教育 ・死学校 ・死書のなかに身を没







っの ことの二っの名称」である(2-649)。 この生活教育の中心となる思想 は 「教学倣合
一」 と呼ばれる。この思想の形成過程を次に述べることにする。
アメ リカ留学か ら帰国 したばかりのとき、陶は教師はただ教え、学生はただ学ぶのを目の
当たりして、1918年 南京高等師範学校の教務会において 「教授法」 を 「教学法」 に変えよ
うとした。 この提案は強 く反対されたが、翌年の五四運動が起 こったことをきっかけに次第
に幅広 く受け入れ られるようになった。彼によれば、教師にとって重要なのは、学生にどの
ように学ぶ方法を教えるのかにある。これは教学合一を実現す る起源である。 また、1919
年発表された 「教学合一」 の中で、次のように述べている。「教えることと学ぶ ことは、実
は分離することのできないものであり、 まさに合一すべきものなのである。」(1-21)1922
年になると、彼は 「教える方法は学ぶ方法に基づき、学ぶ方法はなす方法に基づ くべき」で




「教学倣合一Jに よれば、 教 ・学はこれまでのように分離をしないだけではなく、 それは
倣をもとにして合一するのである。 この 「倣」は学びの中心で もあり、教えの中心でもある。
このような 「教学倣合Jと は 「生活法であり、生活教育を実現する方法」(2-558)で あ
る。 「教学倣合一」 を認めれば、「生活即教育」を認めるわけである。「生活即教育」 は、実




がで きていた。郷村教育はただ単に拠点が都市から農村へ転換 し、以前より深化 した平民教
育ではないのである。それは陶の生活教育理論の新 しい展開である。それは生活を通 して農
民と一体化 し、進んでいる生活 によって遅れている生活を改造することである。この 「進ん
























これまでの 「付属学校」や 「実習学校」という名称に含まれている理論と実践とが分離 した
イメージを避けるために、「中心学校」 という名前をつけた。 中心学校とは、郷村の実際の
生活を中心にすると同時に、 社会を改造する中心で もあり、 師範学校の中心でもある(2-
360)。 彼は、郷村の実際の生活から生まれた中心学校を中軸にして師範学校を創ろうとした
のである。12歳 以上の不識字者を対象とする平民教育においては文字を学ぶ ことが中心で















然社会に応 じて絶えずに更新 されなければならない。それに師範学校は中心学校に応 じて改
善 し、地方学校は師範学校に応 じて改善 し、 自然や社会は学校に伴って改善するのである。











るために、1930年 の秋、 彼 は日本に亡命せざるをえなかったのである。 近代化が進んでい
た日本の姿を目の当た りにした陶は、中国における自然科学教育の遅れを痛感 した。翌年の
春、 日本亡命か ら帰国 した彼は、上海に潜伏 しながら、上海の日刊紙 『申報』の総支配人 ・
史量才の経済援助 により、 「自然学園」・「児童科学通信学校」 を中心とした 「科学下嫁」運
動を展開 した。それらを通 して民衆の中へ科学教育を普及 しようとしたのである。
1931年7月 発表された論文 「中華民族の出口と中国教育の出口」 の中で、 多 くの詳 しい
調査資料を利用して、中華民族 は農業文明から工業文明へ と過渡する途上にあることを指摘
した。 しか し、この数十年来なぜ中国の工業は向上できなかったのかの理由を次の3っ にあ
るとした。それは、外国による経済の侵略、また人口が多すぎること、そして、科学教育を
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重視 したが、 なすことを重視 していなかったことである(2-626)。 科学を工業文明の 「母
親」 とみな した彼は、合理的な工業をつ くるために、 自然科学を重視 しなければならないこ
とを主張 した。 彼は20世 紀を科学の時代であると捉え、 中華民族 は科学を持たなければな
らないと考えていたのである(3-741)。 科学を 「大衆の幸福を図 り、大衆 の苦痛を取 り除
くもの」(3-492)と してとりあげた。
しか し、上海事変の影響によって事業不振となった 『申報』から経済的な援助を得 ること
が不可能 となったため、「科学下嫁」運動は困難に陥った。1932年 の後半から 「貧しい状況
の中で教育普及をするために学校を代えるもの」(3-259)を 求めるために 「工学団」に着
手 した。「工学団」自体の意味にっいて次のように解釈されている。





ンバーは基本的に村の子 どもであったが、1934年 頃から大人たちを組織 して綿花工学団な
ども作 られたのである。山海工学団において次の6つ の訓練を行 っていた。すなわち軍事訓
練、生産訓練、科学訓練、識字訓練、民権訓練計画的な出産訓練である。工学団の授業は主
に国語、算数、 自然、歴史などである。午前中は授業を受け、午後 は生産労働を行 うことに
なった。現実の生活を改造するための自然科学教育が重視されるとともに、科学活動 と科学









信念は子 どもが 「先生」 になれることである(3-617)。 子どもが 「先生」になれることは、
つまり 「小先生」である。陶は貧 しい社会では 「小先生」を重用する以外に、ほかに教育を
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普及 させる方法はない(3-132)。 「小先生」 の意味を明確にするために、 まず、陶行知の
子 ども観にっいて少 し論 じておく必要があるであろう。
陶の子どもに対する見方は、識字を中心とする平民教育時期に発表された論文 「生きてい





のかにっいては明確にしていない。1926年 の 「中国師範教育建設論」 の中で、 環境は子ど
もの生活にとって二っの大 きな力があると述べられる。すなわち、一つは子 どもの生活によ
いカー 「助力」、 もう一つは子どもの生活 に悪いカー 「阻力」である(1-92)。 陶における
教育は、子どもの生活によい力をもつ環境を子どもの成長に応 じて学校に取 り入れることで
ある。1930年 の論文 「生活即教育」 の中では、 中国では伝統的に子どもを小 さな大人と見
なし、子どもとしての独 自性を認めない傾向があるということが指摘されている。それに対
して、陶のいう 「生活即教育」では、子 どもを大人か ら解放 して子 どもの生活は子 どもの教

















ように頼んでみた。そして、孫 は祖母 と遊びながら楽 しく本を読みはじめた。そ して、一 ヶ
月後に彼 らはその第一冊を読み終えた。母親が 『平民千字課』 を読み始めた16日 目、張家
口に旅行する陶は 『平民千字課』の中の文字を使 って母親あての手紙を書いた。それを受 け
とった母親は自分の力で全部その手紙を読むことができた。 この子どもによる教授の大成功
は、後に 「小先生制」を行 うことに大きな示唆を与える。「小先生制」 とは、簡単に説明す
れば、子どもを普及教育の教師にする制度である。













いことがある。 しか し、 「小先生」 の場合だと、 この問題を簡単に乗 り越えることができる
のである。
さらに、 「小先生」 の教えによって衰える中華民族全体が若返ることができ、 これまで少
数の有産階層によって独占された教育を民衆のものにすることができる。
「小先生制」 によって学校 と社会 とを結びっけることができる。「小先生」が流れている電
線のように社会の四方八方に学校を伸ば している。彼 らは社会に発生 した問題を学校に持ち
こみ、学校で学んだ知識や技術を今度は社会に持ち帰ってい くのである。 「小先生」 が 「社
会即学校」を実現するのである。社会教育と学校教育を一体にすることができたのである。
以上 「小先生制」を実施する理由を明 らかにした。ところで、陶において 「小先生」は一
体 どういう意味であろう。彼によれば、先に生まれたのは 「先生」であるのに対 して、後に
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生まれたのは 「後生」である。「後生」が 「先生」にっいて学んでいるときには学生になる。
子どもとしての 「後生」が 「小先生」 と呼ばれる理由は次のようである。
陶における 「生」は生活なので、先にある生活を送 る入はその生活の 「先生」となる。そ







理念が含まれている。また、陶は大衆の最 もよい先生は自分ではな く、 あなたでもない。大








国において 「貧困」 な方法によってしか教育を行わない。 そこで、「小先生」運動を展開 し











小先生が知識を空気 に変えることができるか らである(3-303)。 そこで、1934年1月 に
「小先生制」の運動を始 めた。
陶によれば、民衆の資金によって作 られた学校に通える子どもたちは、責任をもって自分
が身にっけた知識を民衆 と彼 らの子どもに教えなければならない(3-225)。 知識を持 って
人に教えない 「守知奴」を批判 して、自分が進んで知識を学ぶだけではな く、それを惜 しま
ず人に教えることを提唱した。そこで、学校のすべての学生または工学団のメンバーを 「小










教授を受けはしたが、 もし 「即知即伝」という原則に従 って次の人に教えないならば、普及
教育の目的を遂げることもできないのである。 したがって、小先生 にとって最 も重要なのは、
人に教えることそのものではなく、人に小先生や伝逓先生(ま たは連環先生 一子 どもである
小先生に対 して、大人 としての教師を意味する)に なることを教えることある(3-238)。
このような課題を抱える小先生にとってどのようにしたらよいであろう。伝統的な教育観
では、教育は大人が子どもに対 してなすことで、大人が子どもを教えるのは当たり前である。
しかし、 子どもは大人を教えることができるだろうか(3-618)。 「小先生制」 が直面す る
最大の悶題は、教え られる大人による子どもに対する不信感である(3-135)。 これを乗 り
越えるために、 「小先生」 の指導教師は次の二っの指導をしなければな らない。 まず一方で
は、子どもが 「小先生」になるように指導する。もう一方では、大人に対 して子 どもを軽視
しないように指導する(3-135)。






強 してはじめて人に教えることができる。自分が進歩 しなれば、決 して小先生になることは
















以上の内容によって示されているように、 「即知即伝」原則に基づ く 「小先生制」 の活動
は、平民教育時期の 「連環教学法」の新 しい発展 といえるであろう。陶は 「小先生制」の活
動を通 して徹底 して普及教育を展開 しようとした。当初 「小先生」の活動は、帰宅後、主に





採用 した。陶によれば、あらゆる人に対 して総動員令を下 し帝国主義と雌雄を決 しなければ
な らない。教育を行 うとは、すなわち教育の力量をもって戦争に参加するということである。
この時、教育 は亡国と競争 しているのであり、す ぐに全村の小さな子どもたちを集め、一斉
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出動させなければならない(3-122)。 子どもを動員するだけではな く、彼 らの力を十分に










「小先生」を集団に組織するだけではなく、「下層の文化組織」 として 「文化細胞」 と 「文
化の網」を作る必要もある。すでに存在 している生活集団一家庭、店舗、工場、学校、軍隊
などを、「下層の教育場所」(3-282)す なわち 「文化細胞」にす るのである。陶によれば、




や 「伝逓先生」が、生活と生活との摩擦を通 して、文字 とともに 「社会精神」や 「知識」な
どを人々に伝えるのである。この形態は平民教育時期の 「平民読書処」にっながるものであ
る。これを通 して民衆の進歩 しつつあることが期待 される。
「……このような 『文化細胞』 がそれぞれ孤立すれば役立たず、 わたしたちはそれらを結
びっけて 「文化の網」を形成 しなければならない。」(3-323)「 文化の網」の目的は 「都市
と農村を問わず、すべての個々の 『文化細胞」を連合 させてその中の人々を一斉に時代の此
岸に引き上げ、一人も取りこぼしのないようにす ること」にある(3-323、3-324)。













経済などを中心とした社会科学について正 しく認識させるために、1936年 陶は 「文化解放」
という論文を発表 した。 その中で彼は文化について次のように定義 した。文化 とは、 「思想
を記録 し、伝達 し、発展 し、変革するための符号、道具、行動」である(3-461)。 文化が
記録 し、伝達 し、発展 し、変革する思想とは、人類生活における中心的な思想、すなわち政




このような文化はもともと 「大衆」 によって創造されたが、「小衆」 によって独占された
のである。そこで、「政治 ・経済闘争の武器」であり、「民族解放闘争の武器」でもある文化
は、まず 「小衆」か ら解放 されなければならない。
「文化解放」 は民族解放、民衆の解放 と分離することができず、民衆の力を合わせてはじ
めて実現されるのである。 「小先生」 たちが団結 して民衆の中へ行 って政治 ・経済 ・戦争に
関する時事問題などを伝え、民族危機の状況や民族解放の方法を宣伝 し、民衆がそれに対す
る関心を高めていくのである。「小先生」「文化細胞」「文化の網」 がこのような文化解放に











である。 これらの実践の中で、貧 しい社会状況においては、貧 しい方法で貧 しい人々の生活
に相応 しい教育を行わなければならないという立場を一貫 したが、工学団時期に中国の伝統
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